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1Li 

制
州
パ
内
出
民
日
出
誹
騒
同

第
二
十
三
巷

{
第
二
競
一

O
八
)

八

一足==回

主主

初

州

庄

内

農

民

恋

訴

騒

動

黒

正

巌

l土

し

つが

き

徳
川
川
代
の
百
姓
騒
動
己
い
へ
ば
、
政
治
的
又
は
経
統
的
理
山
よ
り
[
て
、
時

ω支
配
者
階
級
に
る
武
士
に
劃

す
る
自
暴
自
誕
の
反
抗
で
あ
る
の
を
慌
ご
す
る
。
然
る
に
天
保
十
一
、
二
年
に
起
っ
た
澗
前
庄
内
の
百
姓
騒
動
は

之
ご
全
く
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
o

汀
姓
一
か
徒
葉
台
組
み
、
物
々

L
き
旗
印
乞
押
し
立
て
、
同
慨
し
北
動
を

試
み
、
そ
の
代
表
者
は
死
を
決
L
て
雄
々
江
戸
に
上
旬
、
幕
府
の
大
官
に
庇
訴
す
る
に
至
っ
た
o

勿
論
ニ

ω運
動

は
秩
序
終
然
に
る
も
の
に
し
て
、
他
の
百
川
一
授
ピ
呉
り
、
円
前
一
外
商
家
ef
掠
奪
す
る
が
如
注
目
器
禁
に
山
る
一
品
も
な

〈
、
又
武
士
に
謝
[
て
は
屯
も
反
抗
す
る
所
は
な
か
っ
た
。
蓋
し
ニ
の
農
民
運
動
が
、
首
都
命
に
よ
っ
て
飢
主
が
他

に
叫
封
せ
ら
る
、
を
悩
[
み
、
之
を
引
留
む
る
か
、
又
は
側
主
ピ
一
一
助
に
移
住
し
よ
う
ピ
い
ふ
特
殊
の
原
闘
含
有

す
る
か
ら
で
あ
る
o

操
る
所
の
文
献
は
、
京
都
品
叩
凶
大
山
学
農
削
宇
部
農
林
縦
憐
併
先
室
所
践
の
「
出
初
困
庄
内
百
姓

一
一
統
愁
訴
之
官
掲
」
ピ
胞
す
る
お
本
一
冊
で
あ
る
。
容
末
に
は
、
「
此
畜
横
山
氏
よ
り
体
へ
潟
之
、
天
保
十
三
寅
年
四



月
十
五
日
」
己
ゐ
る
の
み
に

τ、
筆
者
の
何
人
な
る
か
明
か
で
な
い
。
又
こ
の
寝
本
は
一
ニ
ケ
所
脱
務
あ
り
、
文

字
に
多
少
の
説
謬
も
あ
り
、
潟
本
の
原
本
ご
は
思
は
れ
な
い
が
、

z、
の
収
載
す
る
所
の
も
の
は
、
百
姓
の
歎
願

書
、
務
の
役
人
の
布
述
、
幕
市
民
の
命
令
等
に
し
て
、
筆
者
の
意
見
を
加
ふ
る
所
は
殆
ど
な
い
。
之
に
ょ
う

τこ
の

百
姓
騒
ぎ
が
如
何
な
る
も
の
で
ゐ
っ
た
か
は
時
ぽ
推
察
出
来
る
で
あ
ら
う
。
而
て
こ
の
百
姓
騒
動
に
開
L
て
は
品
川

h
研
究
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
(
余
の
寡
聞
を
以
τ
L
て
は
小
野
武
夫
氏
が
徳
川
時
代
の
百
剣
一
校
を
そ
の
原
闘

に
よ
っ
て
分
削
仰
せ
る
山
中
に
、
政
治
一
授
の
一
例
ご
し
て
、
「
狽
前
の
庄
内
に
於
て
は
務
主
が
交
代
す
る
の
で
、
去
れ

じ
不
平
を
抱
レ
て
一
淡
を
金
イ
し
た
」
ご
記
し
て
あ
る
位
の
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
資
料
以
仰
は
充
分
正
は
い
へ
な
い

が
、
百
姓
一
撲
の
特
例
ご

L
て
友
に
そ
の
大
慌
を
紹
介
し
よ
う
。

第

庄
内
の
枇
曾
的
事
情

鶴
岡
龍
主
酒
井
侯
は
代
々
善
政
を
布
き
、
務
民
は
皆
そ
の
抽
帽
を
都
へ
て
居
た
の
で
あ
る
o

庄
内
は
最
上
川
の
下

流
の
苧
野
に
し
て
、
自
然
の
恵
山
内
甚
大
な
り
し
怨
め
、
か
の
沼
田
の
如
、
苫
は
夙
に
米

ω集
散
地
£

L
て
奥
抑
制
西
岸

に
於
り
る
繁
H
H
な
る
港
市
の
一
ピ
な
っ
た
。
江
戸
、
上
方
を
隔
る
古
市
港
き
に
拘
以
ら
す
、
去
の
純
情
航
般
の
良
好

に
Lτ
相
蛍
に
後
述
し
て
府
た

ω
は
、
こ
の
自
然
の
恵
興
ど
傾
主
の
義
政
ご
仁
基
く
所
で
あ
る
o

去
の
事
怖
を
最

も
よ
〈
仰
へ
て
成
る
の
は
、
古
河
士
白
怯
軒
の
束
中
班
雑
記
の
記
事
で
ゐ
る
。
之
に
は
弐

ω品
川
に
記
[
て
ゐ
る
υ

「
清
川
よ
h
は
油
月
侠
り
御
知
行
所
に
て
・
公
家
も
見
え

τ風
致
も
よ
ろ
し
〈
日
比
え
作
ム
リ
[
也
o

仙
川
ケ
凶
は
酒
井

f
I
J
一

μ
山
剛
一
山
抑
制
i

の
御
城
地
に
て
、
御
城
下
な
り
。
中
略
、
酒
井
侯
政
事
正
し
〈
、
清
川
よ
り
は
有
々
に
至
る
迄

拡

列

羽
川
町
内
段
目
愁
昨
騎
測

ML
ニ
イ
二
容

(
第
二
挽
↑
¥
し
パ

J 
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列

釦
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十
三
を
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弟
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相
州
庄
内
政
民
邑
緋
騒
動

民
家
の
も
よ
r

フ
奇
麗
な
り
。
目
白
伎

ω百
姓
も
数
多
見
え
、
人
足
に
出
る
者
の
衣
服
も
鳩

L
か
ら
ず
、
川
町
な
H

と
も

肥
え
ふ
正
、
り
、
家
宅
も
美
々
敷
、
山
川
草
木
k
々
闘
の
風
土
也
。
十
両
石
も
ゐ
ら
ん
正
川
山
ふ
郷
巾
も
見
え
、
是

迄
通
行
せ
し
所
々
的
及
ぶ
所
に
あ
ら
す
。
能
地
の
第
一
、
各
評
判
叫
し
品
。
市
中
も
寒
凶
放
に
板
野
町
中
ふ
き
の

家
居
な
が
ら
も
品
目
津
山
り
者
松
、
二
本
松
、
白
川
、
米
津
何
れ
も
十
品
開
高
石
山
り
城
下
な
れ
ど
も
、
的
附
に
〈
ら
ペ

見
れ
ば
、
大
仁
勝
劣
あ
h
o
柏
岡
山
り
作
へ
泣
か
L
o
f
c
れ
ば
上
方
筋
へ
り
た
よ
り
も
よ
〈
、
海
品
川
も
高
直
な
が
ら

も
自
由
也
o

小
川
町
、
米
の
諜
山
な
る
地
に

τ下
民
ご
い
Y

へ
Y
」
も
牛
生
水
を
食
し
、
貧
し
き
も
の
は
サ
ガ
の
葉
セ

米
正
案
へ
食
ふ
訪
な
b
o
中
路
、
人
足
に
出

L
も
の
、
笈
を
H
M
る
に
至
て
雅
な
る
も
の
に
て
、
所
以
に
思

ο
L

科
也
。
龍
山
り
髭
芭
稀
せ
る
糸
の
如
く
刺
さ
一
向
草
仁
て
、
色
は
う
す
以
〈
、
上
方
に
ゐ
る
袋
ピ
迷
ひ
上
品
な
る
も

の
に

L
て
、
雲
中
杯
に
は
し
ほ
よ
か
ら
ん
ど
思
ひ
[
な
り
」
。

こ
の
外
、
古
必
剥
が
噂
】
の
庄
内
側

ω副
じ
っ
き
て
記
[
て
服
る
所
よ
り
推
す
に
.
農
民
り
生
活
は
極
め
て
良
好

で
ゐ
っ
た
に
迷
ひ
な
h
v
o

二

ω虫
円
は
天
明
八
年
に
、
古
松
山
刊
が
興
羽
巡
見
伎
に
厄
従
し
て
旅
行
せ
る
際
に
著
は
苫

れ
た
も
の
で
あ
る
o

天
明
年
間
己
い
へ
ば
天
災

ω一
腿
々
襲
来
し
た
時
で
あ
っ
て
、
封
建
制
度
崩
壊
の
歩
み
は
忙
し

〈
な
っ
て
居
た
附
代
で
ゐ
る
。
日
本
国
中
を
逝
阪
L
て
各
務

ω恥
耐
同
紋
態
を
見
聞
せ
る
古
松
軒
に
は
、
庄
内
の
胡

情
は
伶
初
任
奇
異
に
思
は
れ
た
く
ら
ひ
、
順
調
な
も
の
で
あ
っ
た
o

然
る
に
五
十
年
後
の
天
保

ω頃
に
な
っ
て
、
庄

内
務
に
も
度
々
天
災
が
起
h
J
、
多
〈
の
飢
餓
的
民
を
生
じ
に
。
務
ま
は
そ
の
都
度
、
誠
意
を
以

τ之
が
救
携
を
行

ひ
、
他
部
に
見
る
が
如
き
惨
害
を
蒙
る
首
相
も
な
，
¥
徹
氏
は
衷
心
よ
b
領
主
の
善
政
を
謡
歌
し
て
居
た
の
で
あ

z 
o 



第

愁
訴
脳
動
の
後
端

右
の
如
き
乱
肌
'
何
事
情
に
あ
り
し
山
内
地
方
仁
於
て
、
百
姓
が
剛
剛
山
祭
を
犯
し
て
徒
黛
を
組
み
、
そ
の
代
表
者
等
は

訴
放
を
懐
に
し
て
，
処
々
江
戸
に
上
り
、
大
(
日
を
路
上
に
要
!
一
て
庇
訴

L
、
そ
の
刷
の
筋
肉
一
途
せ
ら

Y
る
に
及
び

て
、
-
民
に
徒
鶏
を
成

L
て
仙
川
附
城
下
に
抑

L
ょ
せ
ん
ご
す
る
的
騒
動
が
勃
俊
!
た
。
併
し
之
は
酔
同
時
の
一
日
刻
一
俊

巴
は
全
然
淡
を
具
に
す
る
も
の
で
あ
る
ο

そ
の
如
何
な
る
版
凶
仁
よ
る
も
の
な
る
か
は
、

第
二
回
目
的
代
求
者
が

碇
訴
日
[
可

「
部
乍
以
書
附
御
歎
巾
候
事
」
り
州
支
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
υ

一--，

、

-
E一二
j
i
f
l
k了
一
瑚
'
匝
Y
A
宮

、

:
i

J
j
H
d
r
υ
F
f
j
l
f
E
h
wム
M

4没

御
殿
山
川
御
所
μ川
被
仰
山
候
御
法
御
座
峡
旨
以
誠
舷
入
十
本
布

候
、
御
殿
肢
の
山
田
は
仰
代
々
様
よ
り
家
御
坪
思
似
者
に
て
、

年
己
前
前
代
未
聞
山
凶
作
に
て
、

凶
作
文
は
縫
市
引
の
年
wm
は
不
M
A
巾
上
、

般
に
入
ケ

比
内

ω
外
仰
凶
々
に
て
は
餓
死
人
不
知
式
数
日
川
及
承
候
折
柄
、

他
所
よ
!
り
町
四

一
克
へ
袖
乞

ω者
多
〈
古
車
b
候
仁
付
統
制
仲
引
似
。

其
節
庄
内
の
御
殿
織
に
は
在
所
の
者
へ
御
米
大
遣
に
被
下
位
北
(

の
外
に
も
色
々
御
舟
的
等
被
仰
付
、

諮
問
よ
h
米
殺
大
詰
に
御
町
民
入
御
救
被
成

F
仮
問
、

於
庄
内
は
袖
乞
非
人

杯
は
一
人
も
山
保
有
無
御
肱
候
問
、

日
々
に
心
掛
け
出
在
候
へ
ど
も
、

此
仰
岡
忠
を
ふ
本
線
度
目
日

引
総
年
々
凶
作
に
て
庄
内
二
郡
の
百
抗
町
人
に
到
迄
所
持
の
口
川
土
川
柳
、
或

こ
の
上
は
親
妻
子
散
々
に
相
成
候
よ
り
外
無
之
慨
に
摺
成
依
仕
合
に
付
、
御
殿
伐
仁
も
御

老
治
男
女
は
愈
々
御
闘
恩
難
有
ピ
戚
艇
を
流
[
、

は
質
物
に
山
口
替
L
、

不
仰
に
被
山
首
竹
以
前
の
仰
救
北
一
外
御
物
入
等
被
骨
岬
庇
、

御
金
も
荘
川
治
候
一
d

し
以
之
外
御
難
儀
に
被
遊
御
成
似
上
に

も
、
諸
金
持
来
よ
り
金
銀
大
地
に
被
成
御
悩
候

τ御
救
被
下
北
一
上
背
よ
り
の
御
調
的
米
金
夫
々
下
切
仁
被
戚
下

苑

初

州

H
内

也

氏

愁

訴

駈

四

郎

一

↑

十

三

笹

(

第

三

蹴

一

一

一

)
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五



"止

第
二
十
三
谷

(
第
二
枕

一
八
六

宛
羽
川
山
内
山
由
出
愁
訴
騒
動

依
へ
ど
も
.
仰
年
一
真
仰
取
立
は
不
足
に
相
成
其
外
年
々
溺
民
御
救
米
等
ま
で
莫
大
に
被
下
依
へ

E
b仰
時
節
柄

大
誌
の
仰
損
失
本
懸
依
へ
共
在
町
の
者
共
再
生

ω心
地
に
て
如
斯
雛
有
仰
殿
様
は
有
問
敷
、
日
伎
は
細
を
な
ひ
悲

を
織
り
、
又
は
商

ω土
地
に
て
は
品
物
資
数

ω内
よ
り
一
丈
-
一
文
の
留
め
銭
致
!
差
上
、
少
も
仰
持
勢
務
〈
成

行
似

τ、
夫
々
御
園
恩
師
情
ゐ
の
構
に
可
寵
成
芭
奉
h

什
候
慮
、
此
度
思
も
よ
ら
ぬ
御
所
詩
ご
承
候
へ
ば
、
庄
内
二

郎
り
百
姓
老
者
男
女
共
上
を
下
へ

Z
驚
騒
戒
は
欲
、
吉
悲
み
、
誠
に
以
て
円
も
あ
工
ら
れ
ぬ
風
情
に

τ、
主
(
上
回

中
山
御
扶
持
戴
依
程
の
金
持
は
御
供
仕
度
吉
本
側
上
候
肉
、
巳
年
よ
均
約
い
て
の
凶
作
に
て
皆
々
一
つ
か
れ
居

似
彪
に
、
常
年
は
作
令
も
克
正
悦
居
仮
へ
ど
も
稲
刈
入
人
H

取
仕
候
山
田
、
考
よ
h
劣
h
依
℃
作
会
御
年
買
上
納
仕

依
へ
ば
、
此
節
よ
り
夫
食
3
つ
は
b
川
端
之
候
付
.
色
々
御
救
米
等
山
本
則
上
、
ル
比
(
の

h
人
々
の
親
方
本
へ
も
夫
食

H
H
仁
金
銭
借
り
入
可
申
山
問
、
夫
等
の
ね
に
h
も
不
相
成
事
に
て
、
十
方
に
〈
れ
、
ど
う
考
へ
似
て
も
只
々
雌
立

雌
t
本
存
候
。
此
度
御
所
替
に
相
成
候
仰
跡
は
、
綿
々
娩
有
仰
股
保
被
柏
崎
仰
越
候
て
結
構
に
御
手
段
被
成
下
依

て
も
、
在
町
の
金
持
品
部
皆
々
長
岡
へ
晶
君
り
~
似
事
に
仰
座
候
へ
ば
、
前
依
巾
上
候
迅
ム
リ
柘
艇
の
我
々
斗
り
に
相
成

可
申
正
ひ
た
す
山
歎
騒
仕
候
。
比
上
は
品
々
仰
川
出
比
川
本
d
候
よ
れ
リ
外
無
仰
肱
候
迎
.
先
一
造
て
御
欲
に
能
率
b
U枇

者
も
御
座
候
に
つ
き
、
国
中
級
敷
仰
向
背
撃
に
て
小
々
隣
村
へ
も
週
ひ
誰
相
成
仰
仕
置
被
仰
付
航
へ
ば
、
乍
忠
抱

強
袋
H
A
々
能
似
可
来
哉
己
今
日
よ
明
日
よ
ご
相
伶
候
へ
Y
」
も
、
如
何
成
品
川
子
に
御
座
候
や
一
向
安
石
川
も
相
間
不

巾
依
は
、
御
締
の
厳
重
成
依
先
怒
り
の
人
命
よ
ら
似
hJ
有
之
U

慌
て
も
・
何
方
仁
て
か
取
上
減
候
事

h
r
t
案
事
居

島
知
山
心
許
街
々
巾
九
世
慌
時
舟
昨
日
一
作
依
ヘ

Hι
も
日
々
御
堅
め
の
御
役
中
厳
重
じ
て
、
中
々
通
'
り
可
技
総
も
保
之
、
三
十

四
日
の
日
を
迭
候
へ
ど
も
、
誠
に
心
中
忠
キ
ム
リ
州
知
着
不
得
止
事
我
々
中
合
滋
も
な
き
山
谷
の
円
一
小
引
を
踏
み
身
命

三世ぐ ~ò'r"":' ，..，.~'…斗



厭
ひ
無
之
、
漸
〈
龍
義
弘
リ
巾
候
儀
に
御
座
侠
。
二
百
年
来
御
厚
恩
之
御
殿
慌
に
分
れ
申
上
候
儀
故
・
大
勢
の
百

姓
共
御
不
仰
に
被
潟
思
召
何
卒
庄
内
に
御
股
篠
永
々
御
在
住
被
鎗
成
下
候
係
乍
恐
御
取
扱
被
成
下
位
候
は
u
y

、

二
加
の
百
姓
一
統
に
雑
有
仕
合
奉
作
候
、
銭
其
差
九
一
JU

ぎ
御
帯
附
御
欺
和
平
巾
上
候
以
上

子

十

月

仁
LI
 
内

百

主主

fW 

fE 

J!If 

も主

右
に
向
て
考
ム
る
に
、
天
保
十
一
、
二
年
に
一
旦
る
庄
内
百
姓
騒
動
は
、
善
政
を
布
り
る
側
主
の
陥
替
を
阻
止
せ

ん
芭
す
る
も
の
に
し
て
、
一
の
留
任
運
動
に
す
ぎ
な
い
、
そ
の
農
民
の
心
情
甚
打
切
な
る
も
の
が
あ

h
、
叉
領
主

が
如
何
ド
人
心
を
牧
慌
し
工
居
た
炉
を
察
す
る
に
雄
〈
な
い
。
我
々
は
こ
の
運
動
を
以
て
功
利
的
仁
考
ム
可
き
も

の
で
は
な
い
。
併
し
叉
他
の
一
而
よ
り
鬼
れ
ば
ニ
の
運
動
が
相
常
に
経
済
的
事
由
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
事

は
、
文
中
之
を
後
見
し
得
な
い
V

で
も
な
い
。
功
利
主
義
者
は
、
「
封
建
制
度
胤
境
に
あ
る
農
民
が
只
取
に
領
主
の
恩

義
に
戚
じ
た
丈
け

τ決
死
的
な
引
留
運
動
を
な
す
筈
が
な
い
。
巣
立
、
領
中
か
闘
替
を
す
れ
ば
、
数
年
世
帯
天
災
の

斜
め
に
窮
乏
せ
る
上
に
、
万
一
後
継
の
筒
主
が
名
目
付
で
な
い
場
合
に
は
一
居
間
雛
己
な
る
布
、
似
内
山
り
宙
傍
者
が

傾
主
ご
共
に
他
閥
へ
移
住
す
る
時
は
、
貧
乏
入
計
hzJ
残
b
て
生
活
困
難
を
来
す
を
廃
れ
た
る
市
中
、
ご
の
一
一
つ
は
敬

慕
す
る
領
主
ピ
快
別
す
る
事
を
哀
惜
す
る
の
心
情
ピ
結
び
付
い
て
は
居
な
い
か
」
ご
い
ふ
℃
あ
ら
う
。
之
も
一
山
臓

の
理
由
が
あ
る
ご
忠
ふ
が
、
運
動
の
目
的
が
到
着
せ
ら
れ
た
る
際
に
、
領
民
が
安
治
混
同
悦
じ
た
る
状
よ
り
袋
す
る

仁
、
会
〈
領
主
を
敬
慕
す
る
り
念
慮
4
b
出
た
も
の
ご
す
る
を
至
常
ご
す
o

第
二
寸
三
岳

sQ; 

手起

調
州
山
内
農
民
感
訴
腕
励

(
第
二
班
-
一
一
一
一
)
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-[; 



沿

ぬー

泊
朝
州
山
内
農
民
経
訴
騒
動

第
一
十
三
谷

(
か
ニ
統
一
一
削
)

ノ、
A 

第ー

愁
訴
躍
動
の
経
過

右
に
掲
け
た
恐
訴
以
を
作
製
し
、
代
表
者
を
江
戸
t
議
ら
せ
る
迄
の
運
動
の
経
過
仁
っ
き

τは
知
る
べ
き
資
料

金
欠
ャ
。
庄
内

ω農
民
は
愁
訴
越
動
が
一
皮
の
底
訴
じ
よ
っ
て
成
功
す
る
ご
は
考
へ
な
か
っ
た
己
見
え
て
、
訴
訟

人
を
数
手
に
分
け
℃
庖
花
。
印
ち
天
保
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
庄
内
を
山
援
し
調
晶
子
止
月
二
十
日
江
戸
表
仁
着
し

τ直
訴
を
な
し
た
る
者
は
十
一
名
で
あ
っ
た
。
二
人
{
抑
制
を
な

[τ
同
名
的
幕
府
大
官
に
駕
飽
庖
訴
を
な
し
た
o

卸
も
飽
海
郡
遊
佐
郷
入
日
町
村
四
郎
吉
、
長
五
郎
は
永
田
倫
中
守
へ
、
上
の
新
開
善
三
郎
、
館
中
村
戒
七
は
水
野

越
前
守
へ
、
牛
島
村
信
右
衛
門
、
一
の
坪
村
彦
四
郎
は
井
伊
掃
部
中
へ
、
鹿
湯
村
次
宿
衛
門
、
中
島
対
一
-
一
郎
右
衛

門
は
脇
坂
巾
務
太
輸
へ
直
訴
し
た
。
他
の
三
人
は
そ
の
名
が
一
不
さ
れ
て
居
な
い
1

0

併
し
乍
こ
の
直
訴
は
、
巳
に
十

一
月
巾
に
雨
郷
ゆ
組
中
よ
り
十
二
名
の
も
の
江
戸
じ
至
hJ
抽
出
訴
し
わ
い
る
じ
拘
は
ら
守
、
(
如
何
な
る
方
法
に
よ
ち
し

か
は
明
が
で
な
い
)
願
の
筋
が
言
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
第
二
次
の
運
動
£

L
て
行
う
た
の
で
あ
る
が
、
之
も
亦

常
局
的
受
け
容
己
、
所
己
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し
彼
等
の
決
意
以
堅

F
¥
そ
の
江
戸
小
塚
原
を
誕
越
せ
し
際
、
二

つ
ω州
首
が
あ
っ
た
の
を
見

τ
自
分
迭
も
港
山
ら
宇
そ

ω削
J
H
Z
同
じ
運
命
仁
週
過
す
る
の
で
あ
る
が
、
決
し

て
最
初
的
決
心
を
翻
へ
す
べ
き
に
あ
ら
ず
正
し
、

'M
判
を
な

Lτ
誓
約
を
立

τ江
戸
へ
這
入
っ
た
正
い
ふ
事
で
あ

る
C 

第
二
次
の
愁
訴
が
再
ぴ
失
敗
に
了
り
し
功
社
体
へ
椅
き
た
る
農
民
は
、
も
早
や
尋
常
の
手
段
に
て
は
そ
の
目
的

を
注
す
る
事
が
出
来
m
H
Z
考
へ
、
愈
々
二
郎
惣
汀
姓
が
国
結
し
て
城
下
に
押
し
霊
る
べ
き
を
建
札
に

τ村
々
に
報



十
o

乍
併
ニ
の
闘
結
は
川
北
百
姓
の
方
が
強
固
で
あ
っ
て
・
天
保
十
二
年
間
正
月
に
は
、
川
北
百
姓
は
愈
々
之
に

着
手
せ
ん
ご
し
た
。
同
月
二
十
八
日
川
北
大
庄
屋
の
来
朕
に
は
、
川
北
の
百
娃
共
一
五
十
野
谷
に
集
る
者
入
九
百

人
、
薩
訴
の
容
れ

F
る
を
悲
し
み
、
二
首
年
来
の
思
抑
聞
に
戚
じ
て
一
同
御
件
に
つ
れ
ら
れ
て
長
岡
へ
引
き
移
ら
ん

事
を
乞
ふ
錦
め
鶴
岡
城
下
ヘ
登
ら
ん
ご
し
て
ゐ
た
ご
い
ふ
。
互
に
二
月
朔
日
庄
内
大
演
へ
千
俳
人
打
も
寄
り
願
書

を
提
出
し
、
同
=
一
月
に
は
三
千
人
計
り
鶴
岡
城
下
へ
上
っ
て
願
書
を
差
出
さ
八
ご

L
た
る
も
、
願
書
は
大
庄
屋
の

手
許
に
さ
し
お
か
れ
た
。
こ
の
日
に
は
坂
上
正
い
ふ
所
に
も
多
数
が
早
川
判
よ
ち
集
合
し

τ居
た
o

併
し
か
〈
の
如

き
行
動
に
出
づ
る
に
至
っ
た
の
は
、
農
民
必
死
的
引
到
運
動
が
功
を
奏
し
た
る
じ
ゃ
、
国
剖
骨
は
延
引
せ
ら
る
、

か
、
又
は
川
北
は
添
地
ご
な
ら
ん
古
の
風
間
侍
は
り
、
農
民
は
一
時
安
堵
し
て
屑
た
所
へ
、
急
に
藩
主
が
江
戸
へ

益
城
す
る
事
事
ピ
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

農
民
共
は
翠
城
ご
岡
替
ご
何
等
か
の
関
係
ゐ
h
'
E
考
へ
・
領
主
が
脚
質
城

す
れ
ば
復
ぴ
蹄
闘
す
る
事
め

b
や
否
ゃ
を
従

ο、
-
」
の
際
何
ご
か

L
τ
滞
主
の
江
戸
時
空
城
を
中
止
せ
し
め
ね
ぽ
、
折

角
之
れ
迄
な
し
た
る
蓮
動
が
無
意
味
ご
な
る
を
腐
れ
て
、
今
度
は
益
城
引
止
の
願
書
を
務
の
役
所
へ
提
出
す
る
潟

め
に
城
下
惣
準
h
を
な
苫
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
o

時
空
城
中
止
の
願
書
は
川
北
百
姓
り
惣
代
多
数
が
家
老
給
卒
甚
三

郎
に
提
出
せ
し
所
、
之
を
受
理
し
て
彼
等
に
洋
山
の
酒
肴
を
も
輿
へ
た
の
で
、
安
堵
し
て
引
き
退
っ
た
o
併
し
乍

ら
岡
替
の
事
は
到
底
中
止
ち
る
べ
〈
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
右
の
脳
出
提
出
後
、
藩
の
役
所
よ
h
農
民
に
仰
せ
渡

さ
れ
た
る
這
に
よ
れ
ば
、
傾
主
は
勿
論
図
替
を
欲
せ
古
る
も
幕
府
の
命
な
れ
ば
仕
方
が
な
い
、
強
い
て
百
姓
共
が

引
留
運
動
を
す
れ
ば
却
て
双
方
の
匁
め
に
不
利
盆
を
訴
す
か
ら
無
訟
の
企
な
き
様
に
忠
告
し
、
叉
後
脱
者
た
る
武

威
川
越
城
主
松
平
大
和
守
へ
官
両
事
を
依
頼
し
て
お
い
ー
た
か
ら
、
後
の
胡
を
心
配
せ
?
に
農
業
に
出
精
す
べ
し
ご
訓

施

(
M
F
ニ
蹴
一
一
一
虫
)

世

調
州
庄
内
農
民
感
訴
瞬
瑚

第
二
十
三
谷
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1ι 



説

項目

調
州
陀
内
農
民
掛
訴
騒
動

第
二
十
三
谷

(
第
二
鵠
一
一
ム
ハ
)

九
0 

示
し
て
居
る
の
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

こ
の
愁
訴
誕
動
は
初
め
飽
海
川
川
隔
那
の
百
姓
が
共
に
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
川
北
百
妙
の
方
が
熱
心

に
し
て
、

m川
郡
即
ち
川
市
百
姓
は
多
少
冷
淡
に
な
ウ
て
居
た
o

そ
ニ
で
川
市
村
々
組
々
惣
百
姓
に
謝
し
て
川
田

統
市
郎
の
名
を
以
て
議
越
す
〈
き
旨
を
長
々
ご
北
H
E村
々
に
姑
礼
を
な
し
た
。
そ
の
全
文
は
長

ν
か
ら
之
を
掲
げ

な
い
が
、
「
二
百
年
来
の
凶
恩
を
報
す
べ
き
義
務
ゐ

h
、
叉
ニ
の
運
動
を
中
止
し
て
は
川
北
へ
謝
し
て
面
目
も
な
い

事
だ
、
今
迄
中
止
し
て
居
た
の
は
城
下
膝
許
で
は
あ
る

L
、
又
鍛
重
に
制
禁
せ
ら
れ
て
屑
る
の
に
張
て
荒
立
っ
た

運
動
を
す
る
事
は
却
て
務
去
に
繭
す
る
事
を
恐
れ
た
、
め
で
あ
る
。
又
巳
に
方
々
に
於
て
削
結
し

τ居
た
が
中
陰

を
仰
山
さ
れ
た
る
潟
め
之
も
中
止
し
て
活
わ
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
叫
剖
の
日

b
決
定
せ
ら
る
れ
ば
愈
々
江
戸
に
上

附刷ひ、

之
は
御
跡
御
領
土
に
制
到
す
る
敵
謝
ご
な
る
が
放
に
、
長
附
へ
随
行
移
住
金

そ
の
許
苫
れ
き
れ
ば
跡
に
残
b
・
組
々
手
分
を
定
的
問
幽
坊
の
然
る
べ
き
地
を
選
ん
で
一
同
餓
死
す
べ
き
一
帯

仁
決
し
た
れ
ば
、
レ

F
，
乙
な
れ
ば
右
の
場
所
に
集
合
せ
よ
、
若
し
身
命
を
備
L
み
不
晶
君
の
難
は
人
面
に
し
て
獣
心

な
b
」
三
回
し
て
居
る
。
か
く
し

t
庄
内
二
却
の
一
百
抗
全
慨
が
二
月
十
九
日
夜
上
島
村
六
所
大
明
紳
の
枇
頭
に
集

h
、
大
ド
示
威
運
動
を
な
し
た
。

延
に
庄
内
川
北
り
百
姓
巾
六
人
の
代
求
者
は
三
月
九
日
水
戸
に
豆
り
、
巾
納
言
祷
昭
の
野
行
乗
馬
先
な
る
舶
崎

上
h
，
場
に
於

τ歎
刷
沓
を
竹
の
先
に
挟
み
て
直
訴
L
化
。
近
作
ゆ
も
の
之
を
請
取
h
，
r

、
止
街
を
尋
ね
、
そ
こ
仁
差

控
へ
魁
る
慌
に
命
守
ら
れ
た
。
九
日
止
宿

ω町
ω町
年
寄
弁
に
組
踊
・
宿
屈
の
亭
主
附
添
仁
て
六
人
の
百
姓
は
詐

定
所
の
白
洲
に
出
頭
、
役
人
郷
方
列
座
、
諸
役
人
立
曾
に

τ、
「
庄
内
百
姓
共
迷
路
の
所
憎
越
候
段
心
底
の
税
戚
心

っ
て
愁
訴
す
る
で
ゐ
ら
う
り
れ
Y
」も、



之
事
由
也
」
ご
仰
せ
出
苫
れ
花
。
祷
昭
も
之
を
聞
き

τ大
に
線
識
し
、
手
製
の
薬
一
人
前
二
包
宛
を
下
賜
せ
ら
れ
、

殊
に
水
戸
一
一
辺
留
中
は
族
宿
代
ご
し
て
金
ゴ
一
同
三
二
百
五
十
文
を
給
拠
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
。
水
戸
侯

ωこ
の
蕗
置
に

戚
詑
せ
る
彼
等
六
人
は
夏
に
江
戸
仁
上
h
、
絞
た
太
田
備
中
』
げ
す
へ
鴛
訴
を
な
し
た
る
潟
め
、
捉
へ
ら
れ
て
十
七
八

日
の
頃
仁
庄
内
に
引
渡
苫
れ
た
。
之
が
庄
内
愁
訴
騒
動
の
経
過
の
大
世
で
あ
る
。

第
四

愁
訴
騒
動
の
統
制

こ
の
騒
動
の
原
因
、
目
的
が
普
通
の
百
姓
一
授
ご
会
〈
異
れ
る
然
め
で
は
あ
る
が
、
そ
の
行
動
は
秩
序
整
然
た

る
も
の
に
し
て
、
少
し
も
乱
に
歪
ら
な
か
っ
た
。
先
づ
村
々
又
は
組
々
に
て
集
議
仁
、
村
々
γ
一
越
札
を
立

τ、
気

脈
を
通
十
る
正
同
時
に
、
代
求
者
を
選
ん
で
幕
府
に
庇
訴
し
花
。
直
訴
の
承
認
せ
ら
れ

g
b
L潟
的
、
多
数

ω農

民
集
閲
し
て
示
威
運
動
を
な
す
に
至
っ
た
け
れ
ど
も
、
郷
方
役
人
、
郡
奉
行
代
官
目
附
等
的
命
に
は
極
め

τ従
順

仁
L
て
、
ハ
治
も
反
抗
す
る
が
如
主
事
は
な
か
っ
た
。
農
民
は
諸
方
に
て
集
合
し

t
気
勢
を
上
げ
1
屑
た
が
、
一
析
恥

ぜ
柑
相
し
て
紳
刺
等
に
産
集
せ
る
上
に
、
何
等
不
法
の
引
を
し
な
か
っ
た
。
農
民
は
集
合
す
る
時
に
佼
錨
を
つ
き
悲

旗
を
掛
て
、
朱
勢
を
添
へ
た
事
も
あ
る
が
、
極
め
て
注
意
深
く
行
動
L
、
一
知
非
難
す
べ
き
所
は
な
か
っ
た
様
で

そ
れ
は
次
の
嬉
札
じ
よ
っ
て

εの
態
度
が
如
何
に
も
殿
瑚
で
わ
り
真
面
目
で
あ
つ
に
か
を
覗
ふ
事
が
出
来

あ
る
。

る
で
ゐ
ら
う
。

火
草li <J) 

F己1去
大
切

可
致
{~ 
;fjf. 
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1枯

初百

調
州
山
内
腿
見
越
訴
騒
動

第
二
十
三
番

事
二
腕
二
八
)

)L 

主主回
物知l
月烏 司良
物 b
I'T Iこ
ま事不
無可
iH.踏
候.荒
事候
事

一
、
出
仕
の
御
役
人
雑
言
不
可
言
事

一
、
禁
酒
の
事
、

附
容
胞
の
者
可
申
出
事

一
、
同
性

ω内
口
論
可
錫
無
用
事

一日制よ
b
孤
立
候
者
一
一
附
人
宛
別
に
場
所
へ
出
仕
可
怨
相
談
事

省

ω保
々
監
〈
可
相
守
事

四
仁
月
一
い
旦
b
農
民
は
苦
心
J

て
領
主
の
引
制
運
動
を
な
せ
る
も
、
そ
の
成
否
の
程
は
聖
書
ゆ
い
り
で
、
愈
々

庄
内
二
郡
山
J

惣
百
姓
共
五
高
俄
人
は
、
耕
一
服
ご
縛
し
て
二
月
ド
九
日
夜
上
島
村
大
所
大
同
一
山
刑
一
蹴
仁
集
合
山

た
。
却
も
中
川
辺
五
組
一
高
七
千
俳
人
、
狩
谷
通
五
組
一
高
五
千
人
、
備
引
通
五
組
一
高
除
入
、
九
岡
崎
山
一
H
一
目
制

j
j

ト
除
入
¥
京
国

ι五
千
隣
人
正
ゐ
ゐ
。
山
川
ほ
こ
の
外
数
千
人

ω者
奉
加
せ
ん
ご
し
た
る
も
・
波
場
が
差
止
め

ιιτ
そ
り
晶
B
e
V
】
川
市
吉
中
，
、
蜜
二
十
日
仁
多
集
せ
る
も
約
五
千
人
ゐ
っ
た
古
い
ふ
o

一
一
月
二
十
一
日
酒
井
侠
よ
句

幕
府
ヘ
崩
1

出
で
た
る
始
末
書
に
は
凡
三
阿
南
人
ご
ゐ
る
ご
い
ム
か
ら
、
何
れ
に
す
る
も
高
を
以
亡
数
;
大
勢

の
百
姓
が
示
威
運
動
を
や
っ
た
り
で
あ
る
。
組
々
が
夫
々
異
様
の
旗
を
抑
L
立
て
、
多
指
揮
し
た
の
で
あ
る
か
ら
ー

如
阿
に
ち
山
り
も
の
し
き
事
で
あ
う
た
か
は
想
像
じ
雛
〈
な
い
w
o

余
の
凶
識
し
た
る
潟
本
に
は
二
十
三
和
の
旗
印
か

骨
に
て
あ
る
。
霊
属
ロ
ジ
ヤ
の
図
統
一
を
思
は

L
む
る
が
如
語
、
銀
、
三
日
鍬
そ

ω他
ω農
具
を
菌
、
き
た
る
も
の

あ
り
、
鎌
を
竿
頭
に
附
し
た
る
も
の
あ
hJ
、
叉
白
地
の
布
に
新
聞
文
を
記
し
た
る
も
の
も
ゐ
る
o

勝
島
組
の
「
錐

、



品
岬
百
性
不
仕
二
君
」
ご
い
へ
る
が
如
き
は
、
こ
の
一
撲
の
精
神
を
よ
〈
見
は
し
比
も
の
で
あ
る
o

而

τ宇
佐
美
弘

般
入
道
思
恩
(
横
山
村
偏
太
事
)
、
山
科
体
四
郎
布
親
、
深
新
岡
村
共
右
術
門
、
狩
谷
村
玄
友
内
、
漣
枝
村
助
十
郎

の
五
人
は
頭
目
ご
し
て
百
姓
を
統
率
し
、
運
動
は
ほ
側
め
て
築
面
白
に
且
つ
一
中
穏
仁
行
は
れ
た
。

併
し
乍
ら
徳
川
崎
代
に
於
て
は
多
数
の
者
が
凶
粘
を
な

Lτ
行
動
す
る
事
は
、
ぞ
の
目
的
が
車
山
市
す
を
企
幽
す
る

も
の
な
る
ピ
河
ご
を
問
は
す
、
之
を
堅
f
、
禁
じ

τ賠
花
。
庄
内

ω
愁
訴
運
動
は
同
よ
h
M
m主
に
謝
す
る
敬
慕
の
念

よ
b
京
市
り
、
突
し
注
目
的
含
有
す
る
運
動
℃
は
あ
る
が
、
之
を
他
の
一
一
削
よ
り
見

μ
ば
、
幕
府
山
な
し
た
る
凶
持

命
令
を
阻
止
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ

ι。
叉
か
〈
の
如
〈
多
数
の
も
の
が
昂
奮
し
て
集
闘
を
成
せ
る
場
合
に
は
、

勢
に
逸
や
っ
て
脱
線
i
な
い
ご
も
限
ら
凶
。
巴
に
述
、
へ
た
慌
に
長
附
へ
傾
去
ご
共
に
移
住
す
る
胡
が
山
来
な
り
れ

ば
一
同
が
凶
批
に
於
て
俄
死
を
し
よ
う
己
記
一
決
心
し
て
居
る
も
の
も
あ
る

L
、
叉
江
戸
求
ヘ
随
行
せ
ん
な
ど
ご
力

き
ん
で
居
た
位
で
あ
る
か
ら
、
事
を
未
然
に
防
ぐ
掛
川
め
且
つ
は
幕
府
へ
の
手
前
も
あ
り
、
諸
役
人
急
行
L
て
宵
を

論
Lτ
退
散
を
命
じ
た
が
、
百
姓
共
は
之
合
諒
ど

L
て
そ
の
命
に
従
ひ
退
散
し
た
。

合f4

愁
訴
騎
動
の
結
末

農
民
共
は
か
く
の
如
〈
領
主
を
忠
ふ
一
念
よ
ち
、
或
は
決
死
の
代
表
者

γ
江
戸
に
送
り
℃
庇
訴
を
錯
し
、
或
は

官
時
明
お
の
名
高
か
り
し
水
戸
市
常
附
公
に
庇
訴
を
骨
押
し
、
戒
は
村
々
組
々
が
腿
-t
集
合
し
て
帥
仰
に
析
則

ev--」

め
、
或
は
数
市
内
り
農
民
が
降
伍
生
々
、
各
地
方
か
ら
行
列
を
な
し
て
紳
枇
仁
参
集
し
た
o

彼
等
は
領
主
の
不
利
ぜ

な
る
が
如
、
主
事
を
庇
按
に
行
は
な
か
っ
た
の
は
闘
よ
れ
で
あ
る
が
、
去
り
正
一
1
嶋
封
セ
A
m
u
た
る
幕
府
に
劃
し
て

説

苑

羽
州
山
内
臨
時
愁
訴
時
助

第
二
十
三
谷

(
第
二
抗

ずL
) 

少し



説

司E

剖
州

H
内
良
民
愁
出
魁
叫

第
二
十
三
容

(
第
二
税
一
二

O
)

Jι 
凶

も
決
し
て
暴
力
仁
よ
っ
て
之
を
中
止
せ

L
め
よ
う
正
は
し
な
か
っ

k
。
農
民
は
壬
の
誠
意
h
也
被
援
し
て
同
情
を
得

ん
ご
し
た
。
幕
府
は
こ
の
引
留
漣
動
あ
り
て
以
来
、
大
に
考
慮
す
る
併
な

b
L
が
、
軽
々
に
輔
封
命
令
を
撤
回
す

る
事
も
出
来
な
か
っ
た
。
併
1
庄
内
農
民
の
切
な
る
希
同
世
は
遂
に
注
せ
ら
れ
た
。
乃
も
先
に
糊
封
を
命
告
ら
れ
て

居
た
武
滅
入
間
郡
川
越
城
主
松
平
大
和
守
、
山
勿
庄
内
的
ケ
附
城
主
酒
井
左
衛
門
尉
、
越
後
長
岡
城
主
牧
野
備
前

山
寸
の
三
人

υ、
七
月
十
二
日
十
一
以

τ御
闘
併
に
u
A
ば
す
ご
の
命
を
得
た
。
こ
の
特
封
命
令
的
一
撤
同
が
川
市
し
て
庄
内

農
民
の
運
動
の
結
川
市
な

h
や
否
や
は
立
読
す
べ
き
資
料
を
得
な
い
I

け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
は
彼
等
農
民
の
誠
意
が
容

れ
ら
れ
た
結
果
正
一
郎
ふ
。
叉
江
戸
に
於

τ幕
府
の
大
川
戸
仁
直
訴
せ
る
も
り
、
水
戸
伎
に
直
訴
せ
る
も
の
は
、
事
の

如
何
を
附
は
す
、
夜
訴
は
重
き
園
祭
で
あ
る
か
ら
、
重
科
じ
雌
せ
ら
る
べ
き
筈
で
あ
る
o

之
仁

7
3て
は
何
等
記

す
所
が
川
被
い
が
、
恐
ら
〈
彼
等
は
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
わ
ら
う
G

秘
主
山
川
開
封
命
令
が
引
相
川
敬
愛
の
熱
備

に
よ
っ
て
撤
回
せ
ら
れ
た
が
、
之
が
徳
川
初
期
で
ゐ

μ
ば
到
底
成
功
し
な
が
っ
た
で
め
ら
う
o

封
建
制
度

ω統
制

力
が
動
揺
L
っ
、
あ
っ
た
事
を
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

領
内
の
民
は
飯
主
が
今
迄
の
活
h

リ
州
問
ヶ
附
城
主
ご
し
℃
切
る
市
中
に
な
っ
た
の
で
、
在
町
何
れ
も
大
に
中
品
目
ぴ
、
蹴

伎
の
立
を
求
し
、
莫
大
の
金
穀
物
口
仰
を
献
納
し
た
o

荻
野
茂
右
衛
門
の
二
千
闘
を
筆
頭
に
約
七
千
雨
の
献
金
、
数

百
俵
の
米
上
納
が
あ
り
、
叉
組
々
か
ら
は
併
、
酒
、
比
布
、
魚
類
等
捗
l
〈
献
納
L
h
h
o

そ
し
て
在
町
で
は
蹴
賀

の
官
官
を
振
り
、
有
頂
天
に
な
っ
て
踊
り
狂
っ
た
徒
で
あ
る
。
飯
民
が
如
何
仁
川
似
害
し
た
か
は
そ
の
蛍
叫
川
北
で
唄

は
れ
た
踊
唄
に
よ
っ
て
察
す
る
事
が
出
来
品
。

御
所
替
も
お
や
め
に
な
め
ま
し

τゃ
れ
/
¥
日
出
度
ム
存
じ
ま
す
、

高
代
の
一
羽
を
ご
い
め

τ我
等
迄
、
ゆ
セ
か
な
る
陛
に
大
v

扶
養
老
の
瀧
の
や
う
た
の
し
み

τ大
柑
伯
作
時
限
合
て
姉
櫨



き
い
た
よ
ム
ピ
の

L
、

馳
般
は
砿
で
印
刷
る
羽

ω御
舶
は
闘
の
つ
な
よ
い
}

L
、
松
も
色
ま
す
時
な
れ
や
、

吊
供
刊
と
議
せ
ぬ
亀
ク
崎
町
Hr木
も
な
ぴ
〈
開
山
風
目
出
た
い
V

泊
井
そ
の
時
行
う
た
っ
て
一
タ
陥
ふ
で
J
'
也、¥

飴

日

天
保
の
頃
ご
い
へ
ば
徳
川
氏
の
封
建
制
度
は
滋
腿
の
最
高
湖
に
迭
し
・
ぞ
の
崩
壊
へ
の
道
の
歩
み
は
ゐ
は
た
い

し
き
附
で
あ
っ
た
o

他
の
地
方
で
は
惨
虐
な
る
百
姓
一
授
が
刻
獲
し
、
武
士
も
百
掛
川
も
共
に
傷
き
合
つ

τ居
化
時

代
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
'
呉
羽
の
一
隅
庄
内
に
於

τは
、
領
主
の
酬
明
封
を
阻
止
す
る
矯
め
に
傾
民
悲
J
一

τ決
死
的

運
動
を
試
み

t
遂
に
そ
の
日
的
を
貫
徹
し
花
。
徳
川
崎
代
を
泌
じ
て
六
七
十
の
百
姓
脳
動
が
あ
っ
允
が
、
何
れ
も

生
活
法
を
脱
却
せ
ん
-
己
し
て
、
支
配
階
級
へ
の
自
殺
的
反
抗
で
あ
り
、
花
火
山
脈
杏
の
如
き
も
の
で
ゐ
っ
た
の
に
反

し
、
庄
内
の
山
口
一
姓
脳
動
一
か
倣
主
を
擁
護
せ
ん
ご
す
る
運
動
で
あ

b
、
宇
蔵
仁
一
日
↓
つ

τ秩
序
的
に
行
は
れ
た
る
は
、

最
も
特
筆
i
便
す
る
事
で
あ
る
o

封
建
制
度
崩
壊
期
仁
於
け
る
農
民
誕
動
ざ
し
て
は
全
く
例
外
的
り
も
の
で
あ

る
。
巳
に
逃
ぺ
た
る
が
刈
〈
ニ
の
騒
動
の
後
端
も
功
利
的
に
考
へ
ら
れ
な
い
事
も
な
い
が
、
併
L
そ
の
漣
動
の
方

法
よ
ム
リ
見
る
も
、
又
日
的
の
到
達
せ
ら
れ
た
る
時
の
狂
喜
の
朕
よ
り
裂
す
る
も
・
全
〈
主
従
的
倫
理
蹴
か
ら
来
た

も
の
で
あ
る
o

只
こ
の
主
従
的
倫
理
制
聞
が
、
他
の
地
方
に
於
て
は
主
従
相
抗
守
し
っ
、
あ
わ

L
仁
、
庄
内
務
に
於

τ怖
は
よ
〈
保
持
せ
ら
れ
た
る
は
、
制
+
T一
の
善
政
正
そ
の
一
枇
曾
の
経
裕
一
4
仙
川
ご
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
正
は
明
か

で
め
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
庄
内
百
姓
の
愁
訴
騒
動
も
、
仙
の
百
知
一
挨
正
は
会
〈
別
な
怠
味
で
は
め
る
が
、

矢
張
hr
経
済
的
一
中
山
に
基
〈
も
の
正
レ
ふ
功
が
出
来
よ
う
。
(
大
正
十
五
、
大
、
三

O
)

北
開

説

羽
州

H
向
島
民
愁
訴
騒
動

第
二
十
三
谷

(
第
二
統
一
二
一
)
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